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乳房炎の簡易診断法の利用について

渡辺昭三・篠田　異・淵向正四郎

佐藤匡美・林　英夫

（東北農試）

1．ま　え　が　さ

Schalm andl10Orlanderが1957年に発表した

Californlal′；astitis TeSt（C・M・T・）は野

外で頼めて簡易正純に乳房炎の診断が出来る．

この原理ご一昭定だ度のHa・Kの高根脂肪摺塩・alk－

ニ▼16ulfatoS・alky18ulfona・te8・alkyl ary18－

t11fate亡　と同時にpH　指示燕が戸己合されたC．M．T．診

描砲づ指し中の白血球を破壊して，その蛋白成分を遊離さ

せその還緑したポ白成分がC．ゝ1．で．診断法で沈詣或はゲ

ル化するとき，孔中の脂肪球をとりこんでこの反応を一

層見やすくする。そしてこの沈澱或は凝集の反応の強度

が乳中の白血だ数と密接な正の相関むもっているという

のである．

我々はC・M・T・の変法であるP．レテスターを使用し

たが・実施は椀めて簡単で可検孔1～日払を直径ト1（加

深さ1・5C刀のシャーレにと少．等量の診断液を加え．シ

ャーレを静かにi用後左石に廻しこの操作を1分間行っ

た後廉廉程度および色調（pH）を判定する．

我々は招致鍬てよる白血球数とC．M．T．の判定との相

関を確．認しながら実際的利用面を検討したので報告する．

2．　材料および方法

1．盛岡周辺の国公立多頭飼育機械搾乳牛舎を対象と

して1963年秋季にC．M．T．および白血球教の一せい

検査を臭施し潜在性乳房炎の調査を行った．検査牛の

産次頭数は第1表の通りである．

第1表　調査牛の産次（頭）

　 牛
産次 舎 A モ C D 計

1　　 産 5 8 1 4 2 2 9

2　　 産 6 7 0 1 1 4

3 産以 上 6 1 1 0 1 2 2 9

計 17 2 6 14 1 5 7 三三

乳　D牛舎を窯材としてC．M．7．による定期検査・乾

乳開始時および初乳終了時の検査・裡患牛の病勢観察・

治環成績判定を1生間にわたって爽施した．

さ．　成 概

1・－せい検査の成績

M C．M．7．の成績

調禿結果を鰭括すると第2乗の通りである。稔穣充赦

72融284分界中沈澱又は凝集反応の判定は55鴎が

一・10感が±・18笛が＋．10名が≠．3感が粋，

4名が州であった．土．＋のものはpIlとにらみ合わせ

て検充をくり返す必要があるが．＋以上を一応陽性とみ

ると総分房敏の35射て白血球数の異常があり，頭J伏

して72貌中44好l（61筋）が何等かの意味で孔汐炎

陽性の分房をもっていることになる．後に示す玩々の行

なったC・lノ！・T・の判定と頭数鏡下に音程した白血球叢と

の相閑々係から♯以上を確実に陽性と見ると陽性分扉敦は

全体の17偏をしめ頭故では36名が陽性分房をもって

いることになる・産次別には3攻以上が陽性峯が高く．

≠以上で比較すると澤次による出現率の差性少たいが，

3産以上に重症のものが多い．牛舎別に見るとA牛舎が

著しく陽性賽が高く反応の強いものが多い．この調糞の

時・現に治療中の分所をもつ1所だけが乳房炎とされ．

その他は健康牛としてあっかわれていた．潜在性の乳房

炎がこの様に存在することは管理上大いに注意せわばた

らない．

窮2表　C．M・7．－せい検査成識
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C．V．T．と同時に調査した乳中白血球奴は窮；1東の

慮；1である．11工当h50万以上を異常とするとココ7

号か1巧い（二三已名）をしめC・W．T・≠以上、つしめす川

合と1艮た劇∵声とたる，5い万／鑑以上を示す分扉の出現

ヰ三は3碓以上【こ多く牛舎別で比A牛舎が滝も多いt E牛

やこてご∴∴7．．つノ，■r∴∴一汗Hm頚真が多い．

罰：・；／ニ　…‘巨爪でIここ文一せい検■作成感
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ほI C．M．T．と白血球数との相関

上述の成韻からC．軋T．の判定（凝集反応のみ）と

臼皿三・㍍〇州髄を軟性すると摂4長の通りである．

C∴∴7．の用′三は個人差をなくすため【‖1－人が渠施した

須際上土と＋の判定が微妙である．頭数鋳下に安定した

白血球，攻の嘉差も考えねはたらたいが，平均値で比較す

ろと土と＋の’薫がわずかしか出なかった．又modeの出

現も左にかたよっていろ．しかし≠以上でみると極めて

明かにC．M．T．判定と白血球敦の相関が見られる．判

定か士・＋のときはpH　とにらみ合せて再検査をするこ

とになるので．実用上この点比異常乳房の診断摘発に何

等の不便はなく充分侶楕出来ろ．

む74茨　つ．肌で．しっ一往在と白血球奴（万／∝）の珊偶
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2．乳牛管理上の利用

日1定期検査

D牛舎にかける定期権査の成績は第5表の通りであ

ろ，l t＝i3在7月以来つ牛舎ではストリップカップを

励行し．Four Pail Sy8temを採用し乳房清拭用布は

一頭一枚とし，嗣1番の′くケツに事前に消毒液に浸潰し

てかき．使用後は毎Hのバケツに入れろ・テートカップ

は他の牛に移ろ前に第3の′くケツで水洗をし，第4のバ

ケツの消毒液に浸して先に進む．この一生間に発生した

治横を必要とした症例は91月で．そのうち9例が乳房

の脚長等の臨床所見・7例が全く臨床所見のないものか

らC．†∴T．で摘発・3例がストリップ●ヵッブ・3例が乳

澗官口の緩さくを動機として発見されている．臨床所見

を望しノ■二もののC．！∴T．は耕或は榊の強陽性を示す・耕

以上のC．ILT．の判窪320記タ．最中24筋にストリップ

カップでクロットが軋られた．1963銘7月は治療後

陽作賽の減った所である．19月に＋が多いのは乳間の

終りに近づいたものが多かったためである．1墨作家は冬

季から春季に低く夏季に高い．

第5表　C．M．T．定期検発成績
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しかし分娩が春に典中しているので6～7月にかけて泌

乳最盛期に向うものが多く季節の影昭は今後の検討にま

たねばならない．＋カ、ら≠を示した分房で搾乳器のかけ

すぎと思われろものがあり，これは搾乳時間の短絹で陰

性となった．発狂の陽性を示す牛（二t搾乳順序を最後にし

或は手しほりな行なった．定期便充は托低月1回・発生

の多いときは1～巳週間に1回必要と考えられる．

（2）乾孔開始時と初乳終了時の誓汀己

その産次に乳房炎になったものは充分注意して蛇乱

せねばならぬことは当然であるが．外見上正常に見える

ものでも孔の検査を行たい異常のあるときは乾乳開始時

に治療することが必要である．孜々は13頚の乾孔峠に

5頸（12分房）にC．仇T．≠～冊の異常なみとめた．

これらにペニシリン600万単位筋注1～2回或は乳房
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炎軟膏ポリシダールの注入を行ったこ．乾乳は搾乳間隔

延長法によった．分陣後は初乱闘の終る時に第1回の稗

充を行い10～12　日後に再鑑倹盃をする．治礫投花

乱したもの5虎の中1頭が初孔期の縛りに乳房のlユ椚長を

来たした．異常たく佗乱したもの7頗中2頭（4分扉）

が初乳終了期に孔房肺眼を来たした．この中1例比分娩

後すぐ乳現管ロが狭さくして拝礼困難であった．しかし

この1例むのぞいて早闇に治頂されたため治癒している．

乳用の始めと籍　に孔中の白血球故が多くC・軋T．実施

上江豊が必rつでおろナて今回の成増からは肇に判定を狂わ

す程でたし、と思われろ．

（別　冶墳成笑Jの判定

孔房炎の両かトトi■引在った丹　例について連日C．M．T．

な行たった1；・相ンさ叫化が鋭敏に把握でき極めて有効

でもった・処・こ；竺‥材∫1‥力であった場合には出日中にC皿T．

が「鮒三とたる・しかし再発かハし許は染の場合には轟め

て急裾てンーから十にン・王化すろ・ある種皮慢性化した例で

加わ十■1ここよる症状の改師かそくとも漸次快方に向って

行くのか・亡くわかり・か三つ桐花によって全治出来た．

ン這全にう・’雄三化していろ老牛では長川問治頒しても剰員が

ノ・㌧一・1‾：■’パリリ1ことカ：よくわ1・り，淘火1た

とっつ布力た1⊥■iHとたった．処ト・■，二として∴ベニンリノ6UU

万一中位筋定．九．■★財沃骨つ■こ入，ド∵ミ7㌧／－′ここンリン

薇つ注入を行った．

4．■　　む　　す　　ぴ

乳房炎のL⊆与＝かj′1号L牛つTj三㌍：てこ．：・1．で．〇7・り：沌1み

たが・‾せい一一こけたにエろ潜在件礼毎炎の轡空‥H瑚′；：1三

によろ孔扉の射り悠・毀▲長j三：章し手言上1良子‡つ一・二舅三‥：乞∴

聞r■二叫と初孔望了：jfつ：：’今・清や1・■（Tlの刊：・モこ：日子つて¶

位で有効であった．

圧一夫の・；L房炎封‾策H雄※㍑た野外＝ニラ！・弄法がたかったた

き・‥発着二洋の、fi－r」：モ：′二止り‥その功六つ打たも臨床悠壮つ

消失・：二基づいてしへた・江‘．j床il三二三ナこつイ∴巧をミ管見陽も罪とする

とイ・：j勢を・卜退・牲化せしわ‡・∠・九一量二低下させ迂∴1：畑年去托

如くするに至る．

今後はストリップカップ・消奉液の普及と共に簡易診断

法の利片目でより－Jせい枚糞・定期放資を㌍施して潜在性

乳房炎の早期発見．早期治頑をはかると勘に常時乳房の

健康状態を把握■して乳房の正確な管理を行う必要がある

乳用仔牛育成法に関する　試験

吉田武義・佐藤　　寛

川村信夫

（福島鬼畜試）

1．　甘　え　が　き

乳用仔牛の哺乳期陶は，6ケ月でその間約1．000～

1・500町の全乳と脱脂乳が必要とされてレトる．哺乳最

の大半をしめる脱脂乳は・乳用仔牛の育成上欠かすこと

ができないとされているが．脱胎乳の入手が困難を状態

であるので－乳の代用として市販されている人工乳を用

い全乳を節約して，仔牛を純帝的にしかも発育に悪影響

がない効果的な育成法を技術的に確立する必要がある．

このため全乳を早期に人工乳に切かえ介場合の人工乳

の時期別給与根一発青陵・経済性等に不明な点があって，

農家への普及上聞確が多いので昭和88年匿にかいて，

人工乳による乳用仔牛の育成方法■経済効果等について

試験を行ったのでその成績を報告する．

2　実験材料および方法

1　供試牛

東京都内の搾乳専業牧場上少ホルスタイン種8頭を靡

入し・生后20日前后のものを・1区は全乳給与量80

叫・2区は全乳給与董190町とし両区夫々4頗づつに

区分して・昭和88年8月10日上カ12月〇日竃で

188日間試験を行った，

2．供試飼料

供試飼料の成分および価格は表1のとお少である．人

工乳はA社製とB社製を・カー7ミール前期および后期

はA社製とC社製を幼牛配合はÅ社製をそれぞれ使用し，

エンシレージと牧乾草は当場産のものを用いた．


